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①建築基準法・消防法によって使用方法・使用場所に制限があります。 各
法規法令をご確認ください。

②防滑性評価は、製品の防滑性を示す目安です。履物や歩行状態、水濡
れや土砂の持ち込み、使用したワックスの種類など環境によって大き
く左右されます。選択の際のひとつの目安としてご利用ください。

③床材の耐久性は歩行頻度、使用条件等により異なります。

④下地からの湿気の上昇が予想され、しかも改善の余地がない場所での
使用は避けてください。

⑤現物見本やサンプル帳と製品の色が若干異なる場合がありますので、
ご了承ください。

弊社製品を正しく安全にお使い頂くために、床
材カタログ及び重要警告事項、取扱い注意事項
を注意深く読み、よく内容を理解してご使用く
ださい。尚、建築物の床材以外への誤使用は責
任を負いかねます。

■製品の選定に際しては使用場所・使用用途に適した床材を選定してください。
■接着剤選定に関しても使用場所の条件に適したものを選定してください。
■製品の選定者は使用者に対して維持管理ならびに使用上の注意事項に関
して詳しく説明してください。

◎右のシグナルワードは、取り
扱いに当たっての危険度を
容易にご理解いただく為に
表示致しました。

①重量物ですので取り扱いには充分ご注意ください。落下や乱暴な取
り扱いは、床シートの破損を招くだけでなく、傷害や器物破損などを招
く場合があります。

②保管に際して、床シートは梱包を解かずに、平坦な場所に非透湿性の
保護シートを敷き、その上に横向きにし保管してください。ただし、多
段積みになる様な場合は、まっすぐに立てて保管してください。斜め
に立てかけることによっても、角に集中荷重がかかり、変形が発生する
可能性があります。また安全のためロープなどで倒れないように工夫
してください。重量物ですので、床シートの転倒は人災事故・器物破損
の原因となります。

③床シートは長時間にわたる直射日光や高温状態での暴露、雨水などに
よる水濡れは避けてください。変形・変退色・変質の原因となります。

①消防法及び船舶安全法等の法令に従い、容器に漏れのないことを確
かめ、転倒・落下・破損がないよう荷崩れ防止を確実に行います。また、
保管に際しては、消防法の集積制限に注意してください。

②保管は必ず5～35℃の室温で行ってください。凍結させたり、高温で
保管すると変質・分離を起こし使用不能となる可能性があります。

床材選択上の注意事項

床材運搬並びに保管上の注意事項

接着剤保管上の注意事項

①水濡れや砂が飛散した状態では、滑りやすく転倒事故を招く可能性が
あります。泥よけマットの設置などで雨水や土砂の持ち込みを防ぎ、
持ち込まれた際には即座に除去するようにしてください。

②床シートの剥れ、反り、膨れ、割れなどが生じた場合は、即座に補修して
ください。放置しておくと全体に影響が及び美観を損なうほか転倒事
故の原因ともなります。

③接着剤が充分に硬化するまでは直射日光や冷暖房による急激な温度
変化、重量物やキャスター椅子等によるしごきなどは避けてください。
突き上げ・目地すき・膨れなどを発生させる可能性があります。

④重量物やキャスター椅子のしごきによって床シートの表面を傷つけた
り、膨れを発生させる可能性があります。引きずったり、にじらないよ
うにご注意ください。

⑤長期間使用しない部屋では換気を心がけてください。結露をまねき、
カビや異臭の発生、床材の剥れ、反り、膨れ、突き上げの原因となります。

⑥水・砂・紫外線・重量物・汚染物質・化学薬品などの影響で、床材自体の変
質・変退色や施工後の膨れ、剥れ、目地すきを招く場合があります。
床材の選択・施工・維持管理の際は充分にご注意ください。

⑦メンテナンスは必ず指定のワックス又は、同等品をご使用ください。
ワックスは床シートの汚れを防ぎ美観を保持します。

⑧ある種の家具の脚ゴムやゴムマット等に含まれる老化防止剤、家具の塗料、
防腐剤などの薬剤、防虫剤、防蟻剤によって床材が汚染され変色を招く可能
性があります。床材がこれらに直接触れないよう注意してください。

⑨長時間直射日光が当たる場所では、変退色する可能性があるので、カ
ーテン・ブラインド等で日除けをしてください。

⑩素材固有の匂いを有しています。換気に心がけてください。

⑪ハイヒールや家具などの局部荷重により圧痕が残る可能性があります。
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①接着剤の選定にあたっては、推奨されている種類のものを正しく使用
してください。又、建築基準法の改正に従い、なるべく接着剤の使用
制限を受けないJIS認定のF☆☆☆☆表示のものを使用するように
し、施工時および施工直後は特に換気をしてください。

②床シートの残材は廃棄処分してください。燃やすと有毒ガス（塩化水素
ガス）が発生するため、許可を受けた産業廃棄物処理業者に委託して
ください。また梱包用紙・紙管は焼却処分してください。

③下地は湿気のない平坦かつ堅牢なものとし、適切な施工環境を維持し
てください。施工条件を順守しなかった場合は、目地すきや突き上げ、膨
れなどを招く可能性があります。これらは美観をそこねるだけでなく、
転倒事故などの原因となります。

④下地にワックス、グリス、油類、塗料などの汚れが残っていると、接着不
良や汚染を発生させる可能性があります。完全に除去した上で施工を
開始してください。

⑤梱包紙に記載されている品名・品番・ロット・数量を確認の上、施工を開
始してください。同一床面上では、同ロットで仕上げてください。

⑥施工中は、他業種による汚損・事故の発生を防ぐために、床工事関係者
以外の立ち入りを禁止してください。

⑦接着の際は、製品の指定接着剤を使用し、5mmピッチのくし目ごてで
均一に塗布してください。

⑧施工後、引き渡し前に、指定のワックスで初期メンテナンスをしてください。

⑨ポンリュームプロ（FC,SXG,S）は裏面にガラス基材を使用していますので、直接
皮膚に触れないようご注意ください。万一、刺激を感じた場合は石鹸等で良く洗
い流してください。 又、目の痛む時もこすらずに良く水で洗い流してください。

施工上の注意事項

維持管理ならびに使用上の注意事項

シグナルワード 危険度の目安

人身事故になる
恐れのあるもの

留意事項

重要警告事項及び取扱い注意事項


